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1. はじめに

 温室効果ガスの大気中への放出により地球温暖化が進行し，その防止に向けた取り組みが

必要とされている 1)．農業分野における温暖化対策の一つである炭素貯留は，土壌中に炭素

を蓄積させることによって土壌を炭素の吸収源とすることができるが，炭素貯留のための適

切な農地管理法を予測するためには土壌炭素増減のメカニズムを解明する必要がある 2)．土

壌への炭素貯留の方法としてカバークロップが導入され，その有効性が認められてきてい

る．しかし，カバークロップの導入では，カバークロップの生育にともなう土壌構造の変化

が生じるため，土壌中での炭素の貯留メカニズム，分解による温室効果ガスの放出などに影

響を与えることが懸念される．そこで本研究では，畑地圃場へのカバークロップの導入によ

る温室効果ガスの生成・分解・放出への影響を調査することを目的とする． 

2．実験方法 

 試験は茨城大学農学部附属国際フィールドセンターの畑地圃場で行い，不耕起年数（3 年

（短期）と 8 年（長期））とカバークロップの有無を組み合わせた計 4 区を設定した.カバー

クロップ（CC）としてオオムギ（てまいらず）を使用した．測定項目は地表面ガスフラック

ス，土中ガス濃度，ガス拡散係数，地温，および水分量の計 5 項目で，土中ガス濃度とガス

拡散係数から土壌中でのガス生成量および分解量を算出した．対象ガスは CO2と CH4であ

る．地表面ガスフラックスの測定は 2022 年 6 月から 10 月まで１～２週間ごとに計 13 回行

った．土中ガスは深度 7.5，20，40 cm にガス採取管を埋設して採取し，ガスクロマトグラフ

（GC-FID，TCD）にて分析を行った.ガス拡散係数は 100 cm3コアサンプラーを用いて不攪

乱土壌を採取し，遅沢式ガス拡散係数測定装置にて測定した．コアサンプルは 7 月と 10 月に

採取し，測定後に炉乾をして水分量を計算した． 

3．結果および考察 

3.1地表面ガスフラックス 

 CH4フラックスは測定期間を通してほぼ負の値を

示し，CH4の土壌への吸収傾向が確認された．CO2

フラックスは期間を通してほぼ正の値であり（図

1），土壌から大気への放出傾向にあった．CO2ガス

フラックスは調査期間を通して減少する傾向にあ

り，土壌水分量と地温の変化に影響を受けたと考え 
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図 1 CO2地表面ガスフラックス
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られる．6/17 の CC 区での高い放出フラックスに関しては今後の検討を要するが，期間全体

を通して CC 区での CO2放出フラックスは若干低く，CC 導入による CO2放出という温暖化

への寄与は認められなかった． 

3.2 土中ガス濃度 

 CO2は長期不耕起＋CC なし区をのぞいて，

深度が大きいほど濃度が高い傾向にあった（図

2）．CH4に関しては，CC ありの区では深度が

大きいほど濃度は低かったが，CC なしの区で

は傾向が見られなかった．深度ごとにガス濃度

の値は CH4と CO2で逆の結果が得られた．CH4

と CO2の土中ガス濃度はトレードオフの関係に

あった 3) ． 

3.3 ガス拡散係数 

 全ての試験区で 7 月より 10 月で小さい値を示した．CC 区で拡散係数の増加は見られなか

った．CC 区では地表面ガスフラックスも少なかったことより，CC 導入による土壌構造変化

にともなうガス放出量の増加はないと考えられた． 

3.4 土中ガス生成量 

 短期不耕起と長期不耕起で CH4と

CO2生成量のプロファイルが逆転し

た（図 3）．不耕起の継続年数による

水分量と温度の差は認められなかっ

た．不耕起の年数の増加によって土

中酸素が減少し，深度 20 cm におけ

る CO2分解と CH4生成が生じたので

はないかと考えられる． 

4．おわりに 

 本研究では，農地圃場への炭素貯留策として利用されるカバークロップの導入に関して， 

CO2放出量増加や土壌構造変化にともなうガス拡散係数増加の効果は確認されなかった．よ

って温室効果ガスの生成・放出という環境への負の影響はないため，温暖化緩和策としての

圃場へのカバークロップの導入は有効な手法と言える． 
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図 3 CH4生成量（左） と   CO2生成量（右） 
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図 2 短期不耕起+CC 区の土中 CO2ガス濃度 
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